









我々は中国の様々な地域の直近 300 年から 100 年間の水文の変化の研究を通して，歴史地
理情報化手段の道筋を示したいと思います。この中にはまだ不十分な点がありますので，本
日の報告で皆さんのご意見をいただければと思います。
本日は 3 つの内容を報告します。まず，江南のx川の網状構造の直近 200 年間の変化につ
いてです。2 番目は，乾隆 31 年（1766）以降の華北の主要河川の径流量の変化とその同期
性についてですが，径流量というのは，地下に吸収されずに地表を流れ去る雨水のことです。
3 番目は，西北の干ばつ区域，いわゆる農業と牧畜の交錯地帯のミクロな領域の研究です。
































川の主要な構成要素となっています。図 1 は Google Earth の映像，図 2 は ETM 映像，図 3








現在までに復元した河川の長さは合計でほぼ 22,729.94 km です。0.001 km まではっきり
しています。これによってさらに多くの数値，データを得ることができました。図 4 は，





















冠水を排出できる能力は，通常の 5 分の 1 しかありませんでした。したがって，非常にひど
い冠水になっていたことは間違いなく，清朝の道光年間が不景気になった重要な原因の 1 つ
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さらに河官システムと印官システムという 2 つのシステムに入り，これら 2 者から中央政府























































































































































































































北京の水不足には 2 つの原因があって，1 つは，もともと水が足りないということ。もう 1 つは，
水の使用効率が低下していることです。これを解決するには，まず，水を使用する技術の発達があり
ますが，それよりももっと大事なことは，水に対する意識です。それがもっと重要です。中国の首都
でこのようなひどい問題を招いているのですから，中国の北部はさらにひどいのではないかと思いま
す。中国の水不足問題の解決策については，実はこれは非常に有益な問題で，本日のシンポジウムが
終わってから，じっくりと話したいと思います。ありがとうございました。
